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聖
徳
皇
子
伝
承
像

―
―
片
岡
山
飢
人
説
話
と
龍
田
山
死
人
挽
歌
―
―

１

ノ

上

富

一
、
は
じ
め
に

聖
徳
皇
子
の
作
と
し
て
、
『
万
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
巻
第
二
の
挽
歌
部
の
冒
頭
に
あ
る
、

上

課
聾
潤
一．聖
予
ヽ
竹
原
井
に
出
遊
で
ま
し
し
時
に
、
龍
田
山
の
死
人
を
見
て
悲
傷
び
て
作
り
ま
し
し
御
歌

一
首

か
確潮館
訛啄岡師鶴鍋爆慇い乱藪建”駄ぷい燿
印町証
はわ訂

家
に
あ
れ
ば
　
妹
が
手
ま
か
む
　
草
枕
　
旅
に
臥
や
せ
る
　
こ
の
旅
人
あ
は
れ

（
３

・
四

一
五
）

の
一
首
の
み
で
あ
る
。
こ
の
作
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
推
古
天
皇
二
十

一
（
６‐３
）
年
条
に
、

十し
３
月す
ら
度
墾
のっぃ北
のば
ヽ
空
鳩
竃
ヽ
投
町
に
４
行
で
ま
す
。
時
』
鮮
都
立
達
の
ゴ
ピ
隣
せ
り
。
酔
り
て
媒
盤
を
間と
ひ
た
ま
ふ
。
耐
る

聖
徳
皇
子
伝
承
像

キ
ロ



二

に
講
さ
ず
。
皇
太
子
、み薩
げ
て
鑑
蝕
難
へ
た
ま
ふ
。
餌
ザ
社
財
を
際
き
た
ま
ひ
て

「ヽ瞬
耗
ぼ
糠
ひ
て
詳
ぼ
く
　ヽ
千究
に
臥ふ
せ
れ
」
と
の
た

ま
ふ
。
蜆
ザ
嚢
ひ
て
畔
ぼ
く
ヽ

し
な
て
る
　
片
岡
山
に
　
飯
に
飢
て
　
臥
せ
る
　
そ
の
旅
人
あ
は
れ
　
親
無
し
に
　
汝
生
り
け
め
や
　
さ
す
竹
の
　
君
は
や
無
き

ふ

［
】
剌
「
冷

裁

ひ
％

判

ｔ

ガ

嵩
獅

嚇

麺
´

離
し
め
た
鳥

家

、
ば
りま建
て
膚
ミ

「飢
者

療
に
残
け
臼

と
ま
う
す
。
憂
に
皇
太
子
、
輝
き
に
規
が
た
ま
ふ
。
販
ザ
因ょ
り
て
営そ
の
雄
ぽ
黎
め
髪
ま
し
む
。
罫
駆
凱
む
。
艶
日
ど
後て
、
皇
太
子
、
漱
く

っ響
まっる
理
を
召め
し
て
ヽ
講
り
て
畔
ぼ
く
ヽ
「舛
の
卜
に
達
に
卜
し
て
飢
者
、
其そ
れ
服
だ
に
増
じ
。
駅
サ
熙
対
な
ら
む
」
と
の
た
ま
ひ
て
、

使
を
遣
し
て
藤
し
む
。
選
に
、
ぽ
部
、
還
り
だ
ず
所
さ
く
ヽ
「郵
ど降

に
理
り
て
藤
れ
ば
、
難
め
曜
み
し
と
こ
ろ
襲
か
ず
。
現
ザ
配
き
て
貯

れ
ば
、
婢
鷲
療
に
盤
し
く
な
り
た
り
。
嚇
嫌
脱
を
の
み
雖
み
て
緩
が
二
に
置ぉ
け
り
」
と
ま
う
す
。
選
に
、
ゴ
だ
礎
、
従
雌
る
を
激
し
て
、

其そ
の
雄
を
取と
ら
し
め
た
ま
ふ
。
協
の
妊
く
聾
た艇
っる
。
囃
の
だ
、
輝
き
に
難
が
て
印
は
く
ヽ
「製
が
聖
を
か
る
こ
と
、
其
れ
難
が
る
か
な
」

と
い
ひ
て
、ぃぶ
ょか晨
ま

る
。

と
あ
る
飢
人
説
話
の
歌
謡

（紀

一
〇
四
）
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
聖
徳
皇
子
の
自
作
で
は
な
く
、
後
人
に
よ
っ
て
仮
託
さ
れ

た
伝
承
歌
で
あ
る
と
み
る
の
が
定
説
化
し
て
い
る
。　
翌

事
二
伝
」
と
は
言
え
、
二
書
に
お
け
る
聖
徳
皇
子
の
伝
承
像
は

一
読
ｔ
て
明
ら
か
な

よ
う
に
、

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る

「
片
岡
山
飢
人
説
話
」
と

『
万
葉
集
』
に
お
け
る

「
龍
田
山
死
人
挽
歌
」
と
で
は
、
そ
の
伝

承
像
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
歴
史
的
状
況
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
古
代
の
文
芸
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
い
さ
さ
か

の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。



二
、
行
路
の

「
飢
人

・
死
人
」
に
つ
い
て

『
日
本
書
紀
』
の
推
古
紀
に
は
、
聖
徳
皇
子
莞
後
の
記
録
で
あ
る
が
、
三
十

一
（
昭
）
年
条
に
、

春
よ
り
秋
に
至
る
ま
で
に
、
需
雨め
し
て
大
き
に
水
あ
り
。
ぃ配
のた幾
お
鏡
ら
ず
。

と
凶
作
の
記
述
が
あ
り
、
三
十
四

（
６２６
）
年
条
に
は
、

是こ競
、
三
月
よ
り
撃
層
にゴ
る
ま
で
に
、
黙
雨めふ
る
。
霧
ず
燎
輝
き
に
館
う
。
霧
ぽ
馨
の
ル
を
Ｌ
ひ
て
、
運
のゴ
ピ
熟
ぬ
。じ
繁
きは
貯

を
舒
教
て
、
研
子こ無
に
死し
ぬ
。
螺
酵
計
鱈
響
ヽ
難
ピ
大
き
に
越
り
て
、
止ゃむ
べ
か
ら
ず
。

と
大
飢
饉
の
記
述
が
あ
り
、
三
十
六

（
陽
）
年
九
月
二
十
日
条
の
遺
詔
に
は
、

雌
籠
ゝ
っ瑚
を
調
の難
ら
ず
。ぉ配
一盤
大
き
に
帥
う
。
其それ
朕ゎが
驚
」
鴎
織を
興たて
て
Ｒ
く
魏
る
こ
と
径
。時
に
侮
麟
雲
子この際
ぽ
葬
る
べ
し
。

と
あ

っ
て
、
数
年
来
の
不
凶
に
よ
る
大
飢
饉
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
推
古
朝
に
あ
っ
て
は
、

「
飢
人

・
死
人
」
の
状
況
は

例
年
平
常
の
こ
と
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

「
飢
人

・
死
人
」
に
関
す
る
記
述
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
大
化
二

（
６４６
）
年

聖
徳
皇
子
伝
承
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二



三
月
二
十
二
日
条
の
改
新
の
詔
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る

「
薄
葬
令
」
と
し
て
知
ら
れ
る
部
分
に
、

「夫そ
れ
獄
ぱ
ぼ
す
な
り
。
人
の
見
る
こ
と
得ぇ
ざ
ら
む
こ
と
を
獲
す
」
と
い
へ
り
ヽ
魁
親
ヽ
我
が
ぉは難
から

螢
る
に
由
れ
り
。

と
あ

っ
て
、
死
体
の
手
厚
い
埋
葬
の
風
習
を
改
め
て

「尊
卑
の
別
」
に
よ
っ
て
そ
の
制
を
定
め
て
、
庶
人
に
つ
い
て
、

ご
ん
し
ん
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
う

り
　
　
さ
づ
　
　
　
　
あ
ん

近
親
を
し
て
牧
養
せ
し
め
よ
。
若
し
近
親
無
く
は
、
坊
里
に
付
け
て
安

凡
そ
死
人
有
り
て
、
姓

律
ぅ

家け
康
を
知
ら
ず
は
、
随
近
の
官
司
に
組
れ
て
推
究
せ
よ
。
営
界
に
蔵
め
埋
ん
で
、
膀
を
上
に
立
て
て
、
其
の

漆
ぅ
輝
が
書
い
て
ヽ
以
て
家
属
を
説
ば
し
め
よ
。

（捕
亡
令
６
）

四

た
く
め

の
貧
し
く
絶
し
き
こ
と
、
専
墓
を

お
ほ
み
た
か
ら

し
　
　
　
　
と
き
　
　
　
　
　
　
つ
ち
　
　
を
さ
　
　
う
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
び
ら
か
き
し
ろ
　
　
′
」
と
き
　
　
　
　
　
　
あ
ら
き
な
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
お
に
よ

庶

民

亡
な
む
時
に
は
、
地
に
攻
め
埋
め
よ
。
其
の

帷
　
帳

の
等

に
は
、
角
布
を
用
ゐ
る
べ
し
。　
一
日
も
停
む
る
こ
と
莫

れ
。
凡

そ

お撃
み

よ
り
吸
罵
ｔ
慮
み購
ら

に
聾
る
ま
で
に
、
帰
り學
く

る
こ
と
等
ざ
れ
。
雌
ぞ
臨
熙
∫
り
もヽ話
が
ｍ
事
に
理
る
ま
で
に
、
↓
雅
ぽ
赴
め
て
、

攻
め
埋
め
し
め
、
醐
蹴
し
く
戯
ろ産
ろ

に
世
し
埋
む
る
こ
と
得
じ
。

と
定
め
、

「獲
」
の
禁
止
と
、
直
ち
に
一
定
の
場
所

（お
そ
ら
く
共
同
墓
地
）
に
埋
葬
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
て
は
い
る
が
、
現
実
の
常
態
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
『養
老
令
』
を
み
る
に
、

凡
そ
鯰
勲
ち

孤こ
狡
、
電
窮ぐ
、
者
ぇ
の
、
自じ
種
す
る
に
競
は
ず
は
、

血
せ
し
め
よ
。

（戸
令
３２
）



と
い
う
規
定
が
あ
り
、

『続
日
本
紀
』
の
天
平
九

（
７３７
）
年
五
月
十
九
日
条
の
詔
に
は
、

五
月
封
階
。
詔
日
。
四
月
以
来
、
疫
早
並
行
。
田
苗
礁
萎
。
由
レ是
所
二‐薦
山
川
・。
箕
〓‐祭
紳
祗
・。
未
ν得
〓効
験
・。
至
レ今
猶

苦
。
朕

以
〓不

徳
↓
責
致
二弦
穴
一。
思
Ｔ布
二寛
仁
・以
救
中
民
患
¨
宜
ン令
Ｉ
國
郡
・審
録
二寃
獄
↓
掩
ン語
埋
レ機
。
禁
ン酒
断
う
屠
。
高
年
之
徒
。
鮫
寡
惇
獨

及
京
内
信
尼
。
男
女
臥
ν疾
不
レ能
二自
存
・者
。
量
加
〓賑
給
・。

と
あ
り
、
天
平
宝
字
七

（
７６３
）
年
正
月
十
五
日
条
の
詔
に
も
、

十
五
　
　
　
ノ　
タ

，
す
′　
ヌ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ　
　
分

者
衆
。
宜
Ｔ其

五
年
以
前

公
私

債

負
。
貧
窮

不

堪̈
一備
一償
フ
ニ公

戊
午
。
詔

日
。
如
聞
。
去

天
李
費
字
五
年
。
五
穀
不
レ登
。
飢
斃

物
一者
。
成

徳
¨
ム原

免
”
私
物

者
除
一利

Ｌ
一本
。

と
あ
っ
て
、

「
飢
斃
」
す
る
者
が
衆
く
、
そ
の
死
骸
が
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
改
新
の
詔
に
は
、
続
い
て
、
行
路
往
来
者
の
飢
人
、
死
人
に
関
し
て
、

復
、
衛
は
る
る
に勝
０」
の
ぉは雌
ぢ
有
り
、
義
礁
り
て
姫
に
ぎ
る
Ｐ
に
、
盆
ぶ
に
従
落
し
て
、
囃
の輝
りに
臥
な
ぬ
。
き
に
、み蹴
雌
げ
烈
卜
殊

か
た
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
　
　
ゆ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が
あ
た
り
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
が
き
　
　
と
ど
　
　
　
　
　
あ
な
が
ち
　
は

ら

ヘ

ち
謂
り
て
日
は
く
、

「
何
の
故
か
人
を
し
て
餘
路
に
死
な
し
む
る
」
と
い
ひ
て
、
因
り
て
死
に
た
る
者
の
友
件
を
留
め
て
、
張
に
祓
除
せ

これ
　
　
　
　
こ
ｆ
彙
ち
　
　
し
　
　

じ
と
　

そ

首
を
さ
　
　
る
者
多
し
。
復
、ぉ
鷲
た

慇
有
り
て
、
耐
に
瀦
が
死し
ぬ
。
議

へ
た
る
者
、

し
む
。
是
に
由
り
て
、
兄

路
に
臥
死
ぬ
と
雖
も
、
其
の
弟
敗
め
ざ
一

す
な
は
　

い

乃
ち
謂
ひ
て
日
は
く
、

「何
の
故
か
我
に
溺
れ
た
る
人
を
遇
へ
し
む
る
」
と
い
ひ
て
、
因
り
て
溺
れ
た
る
者
の
友
件
を
留
め
て
、
嚇
ぼ
薩

五

聖
徳
皇
子
伝
承
像



六

は
せ
し
む
。
是
に
由
り
て
こ思
み河
に
溺
れ
死
ぬ
と
慇
け
、
其
Ｑ
競
減
は
ざ
る
者
舞
し
。

と
あ
っ
て
、
死
人
を
け
が
れ
と
し
て
忌
む
風
習
と
、
そ
の
埋
葬
が
十
分
で
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、

『続
日
本
紀
』
の

和
銅
五

（
７‐２
）
年
正
月
十
六
日
の
詔
に
は
、

五
年
春
正
月
ご
酢
。
詔
ノ

曰
。
諸
國
ノ役

民
。
九
″
郷
二之

日
。
食
糧
絶
へ乏
フ”

多
″

饉
一道
路
一
韓
ャ
島
．
溝
昼
・ｏ二
其
′類

不
ν少

ヵ”

國

司
等

シ宜
）

勤

加
一撫
養
ξ
塁
賑
血
”
如
有
一死
ス
ル者

・。
且

加
一埋
葬
・。
録
一其

姓
名
ゃ報
セ

一本
属
・也
。

と
あ
っ
て
、
国
司
を
し
て
手
厚
く
埋
葬
す
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
が

『養
老
令
』
に
、

如
し
路
に
在
り
て
病
患
し
て
、
自
勝
す
る
に
能
は
ず
は
、
営
界
郡
司
、
取
り
て
村
里
に
付
け
て
安
養
せ
し
め
よ
。
働
り
て
書
療
を
加
へ
、

あは　
　
ｋ
ゆ
　
む
が
と
　
　
　
～
を
～
う
　
　
やま
い　
　
　
　
　
面
腱
に
移
し
途
れ
。

（戸
令
３２
）

井
せ
て
所
由
を
勘
へ
間
へ
。
具
に
貫
属
注
せ
よ
。
患
損
え
む
日
に
、

凡
そ
丁
匠
街
恐
せ
む
、
か
し
ゴ
轟
有
り
て
、
陽
死
に
堪た
へず
は
、
離
め
て
は
ほ
の
脱
里り
に
僣
け
、
供ぐ経
飩
銀
せ
し
め
よ
。
き
え
む
を
待

ち
て
嚢
て
遣
れ
。
若
し
根
食
無
く
は
、
印
ち
公
根
給

へ
。

（賦
役
令
３．
）

几
そ
丁
匠
役
に
赴
き
て
身
死
な
ば
、
枇
給

へ
。
道
に
在
り
て
亡
し
な
ば
、
所
在
の
國
司
、
働
鍵
を
以
て
作
り
て
給

へ
。
並
に
路
の
次
に
し

て
埋
み
噴
め
よ
。
牌
立
て
、
井
せ
て
本
貫
に
告
せ
よ
。
若
し
家
人
の
来
り
て
取
る
者
無
く
は
、
焼
け
。
人
の
迎
へ
接
る
こ
と
有
ら
ば
、
分

明
に
付
け
領
け
し
め
よ
。

（賦
役
令
３２
）



凡
そ
行
軍
の
兵
士
以
上
、
若
し
身
病
し
、
及
び
死
ぬ
る
こ
と
有
ら
ば
、
行
軍
具
に
随
身
の
資
財
を
録
し
て
、
本
郷
の
人
に
付
け
て
将
て
還

せ
。
其
れ
屍
は
、
営
虎
に
焼
き
埋
め
よ
。
但
し
副
将
軍
以
上
は
、
将
て
本
土
に
還
せ
。

（軍
防
令
４０
）

凡
そ
防
人
、
防
に
向
ひ
、
及
び
番
よ
り
還
る
に
、
道
に
在
り
て
身
患
し
て
、
路
渉
く
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
、
即
ち
側
近
の
國
郡
に
付

け
て
、
根
丼
せ
て
医
薬
給
ひ
て
救
ひ
療
せ
。
差
え
て
行
く
に
堪
へ
む
を
待
ち
て
、
然
う
し
て
後
に
発
て
遣
れ
。
働
り
て
本
貫
及
び
前
所
に

移
せ
よ
。
其
れ
身
死
な
ば
、
便
に
随
ひ
て
棺
給
ひ
て
焼
き
埋
め
よ
。
若
し
資
財
有
ら
ば
、
兵
部
に
申
し
送
り
て
、
将
て
本
家
に
還
さ
し
め

よ
。

（軍
防
令
６．
）

と
い
う
規
定
と
な

っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
の
常
態
は
、

『続
日
本
紀
』
の
天
平
宝
字
元

（
７５７
）
年
十
月
六
日
条
の
詔
に
、

各
十
月
庚
成
。
　

勅

日
。
如
聞
。
諸
國
庸
調

脚
夫
。
事
畢

乱
【
キ郷
。
路
遠

根
絶
。
叉
行
旅

病
人
無
″親
ンタ血

養
フ

・。モノ欲
”先
）卜
飢

死
↓

鋼
″
テ

ロ

偶

生̈
。
並
。
辛
二‐苦

途
中
↓
逐

一致
ス一

横
斃
・。険
念
一
乎
此
”
深

増
一憫
衿
↓
宣
下仰
一京
國

官
司
・。
量
二‐給

根
食

馨

薬
・。
勤

加
一

検
校
・。
令
【
逹
〓セ本
郷
。̈若

有
ラ

一官
人
怠
緩

不
レ′レ行

者
・。
科
一違
勅

罪
・。

と
あ
り
、
同
じ
く
天
平
宝
字
三

（
７５９
）
年
五
月
九
日
条
の
勅
に
、

又
　
勅

日
。
頃

聞
。
至
一
千
三
各

間

・。
市
邊
多
二餓
人

一。
尋
「
間
其

由

・。
皆
云
。
諸
國

調
脚
不
レ得
ン還
ン
郷
。
或

元

根̈
飢
規
『

険
網
二念

一
舷
”

情
深
夕衿

愁
呟

〓
″
随
一
國
′大

小

・。二
割
二‐出

ノ
公
癖

・。フ
以
，
篤
一常
李
倉

・。卜
ふ

〓テ
時
′

貴

賤
一

聖
徳
皇
子
伝
承
像

ハ　
　
テ
　
　
一́　　　　　ツ

因
レ病

憂
苦
。

羅

燿

取
レ利
。

七

普 或



八

救
中
還
脚

飢
苦
Ю
非
率
直

．韓
一
ミ
ニ外

國

民
・。
乗

調
へ一一示

中

穀

債
つ
其

東
海
。
東
山
。
北
陸
三
道
。
左
不
準
署
掌
¨
之
。
山
陰
。
山
陽
。

南
海
。
西
海
′

四
道
。′、
右
ノ李

準
署
掌

之̈
”

注
２

と
あ
っ
て
、
そ
の
惨
状
の
慢
性
化
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

「
飢
人

・
死
人
」
の
歴
史
的
状
況
を
基
盤
に
し
て

『
日
本
書
紀
』
の

「
飢
人
説
話
」
と

『
万
葉
集
』
の

「
死
人
挽
歌
」
を
比
較

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

〓
一　
飢
人
説
話
の
展
開

『
万
葉
集
』
の
完
成
年
時
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
有
力
な
最
終
編
者
と
さ
れ
て
い
る
大
伴
家
持
の
死
が
、
延
暦
四

（
７８６
）
年
八
月
二
十
八

日

３
続
紀
し

で
あ
り
、
彼
の
製
作
年
時
の
明
ら
か
な
最
終
歌

（
”
四
五

一
六
）
が
天
平
宝
字
三

（
７５９
）
年
正
月

一
日
で
あ
る
か
ら
、
天
平
宝

字
三
年
か
ら
延
暦
四
年
の
間
と
い
う
推
定
に
な
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
成
立
が
、
養
老
四

（
７２０
）
年
五
月

（『続
紀
し

で
あ
り
、

『
万
葉
集
』

注
３

の
編
者
が

『
日
本
書
紀
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
巻

一
・
二
の
左
注
に
十
八
カ
所
に
わ
た
っ
て
引
証
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
三

・
四
が
巻

一
・
二
の
追
補
の
巻
々
で
あ
る
と
い
う
通
説
に
従
え
ば
、
巻
三

・
四
の
編
者
も

『
日
本
書
紀
』
を

被
見
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
ら
、
『
万
葉
集
』
の

「
龍
田
山
死
人
挽
歌
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
の

「
片
岡
山
飢
人
説
話
」

と
の
な
ん
ら
か
の
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、　
単
純
に
、

『書
紀
』
の
歌
謡
を
基
に
し
て
万
葉
の
歌
に
変
型
改
作
さ
れ
た
も
の
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
が
拠

っ
た
原

『
太
子
伝
』
な
る
も
の
の
存
在
を
推
定
し
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
日
本
書

紀
』
以
前
に
成
立
し
た

『古
事
記
』
（和
銅
五

（
７‐２
と
年
に
み
え
る
聖
徳
皇
子
の
記
事
は
、
用
明
記
に
、



お
と
　
　
　
の
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
の

弟
、
橘
豊
日
命
、
池
邊
官

に
坐
し
ま
し
て
、
天

の
下
治
ら
し
め
す

こ
と
、
参
歳
な
り
き
。
此

の
天
皇
、
稽
目
宿
扁
大
臣

の
女
、
意
富
藝
多

志し
比
賣
を
姿
し
て
、　
生
み
ま
せ
る
御
子
、
多た
結
王
。柱一
叉
鷹
衆
配
だ
定
輝
驚
王
を
晏
し
て
、　
生
み
ま
せ
る
御
子
、

二
富
が
隠
膚
襲

職
耽

命
。
次
に
久
米
ｒ
。
次
に
樺
鶏
ピ
。　
次

に
対
剛
王
椰
叉
畿
朧
の
気
の欝
と
か
呂ら
の
女
、
餌
女め
之の
子こ
を
要
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
灘
鵬

王
。
次
に
妹
須サ
賀が
志し
呂ろ
餞
ド
女
。
此
の
天
皇
、
耳
昧
∽
解
”
却
閉
挙

御
陵
は
４
淵
の
掛
ピ
ぼ
在
り
し
を
、
後
に
科し
難
の
中
の
陵
に
膨
し
き
。

と
、
そ
の
系
譜
記
事
が
み
え
る
の
み
で
、
「飢
人
説
話
」
な
い
し
類
話
さ
え
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
『古
事
記
』
か
ら
の
影
響
は
考
え
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
『釈
日
本
紀
』
。
『
聖
徳
太
子
平
氏
博
雑
勘
文
』
に
引
用
さ
れ
た

『
上
宮
記
』
（藤
原
京
以
前
の
成
立
）
が
、
最
古
の
太
子
伝
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
二
書
に
載
せ
る
逸
文
も
ま
た
系
譜
的
記
事
の
み
で
あ
っ
て
、

「
飢
人
説
話
」
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

現
存
諸
太
子
伝
の
中
で
最
も
古
い
部
類
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
（大
化
元
（
６４５
）
年
以
後
、
和
銅
五
（
７‐２
）

年
に
至
る
間
に
成
立
）
に
も

「
飢
人
説
話
」
記
事
は
な
い
。

「
飢
人
説
話
」
が

『
日
本
書
紀
』
以
外
に
、
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
『
七
代
記
』
（宝
亀
二

（
７７‐
）
年
敬
明
作
）
で
あ
る
。
『
七
代
記
』
に
は
、

印
位
廿

一
年
癸
酉
十
二
月
、
皇
太
子
遊
行
於
片
岡
、
時
飢
者
臥
道
垂
、
使
問
姓
名
、
飢
者
不
言
、
皇
太
子
腕
之
、
典
飲
食
、
印
腕
衣
裳

覆
飢
者
而
言
、
安
臥
也
、
働
作
歌
之
日
、

斯
那
提
留
夜
可
多
乎
可
夜
摩
迩
、
伊
比
迩
宇
恵
底
、
許
夜
世
留
他

〔比
〕
等
、
阿
波
謹
於
奈
夜
志
迩
、
奈
謹
奈
利
介
米
夜
、
佐
須
陀

気
乃
、
岐
爾
波
夜
奈
吉
母
、
伊
比
迩
宇
恵
天
、
許
夜
世
留
諸
能
多
比
等
安
波
虐
、

子
時
飢
者
蒙
賜
衣
裳
井
歌
、
印
奉
和
歌
日
、

伊
珂
瑠
賀
能
、
等
美
能
乎
何
波
能
、
多
延
婆
許
會
、
和
賀
於
保
吉
美
能
　
爾
奈
和
須
長
延
米

敷
日
之
後
、
皇
太
子
遣
使
令
硯
飢
者
、
使
人
還
末
而
日
、
飢
者
既
死
、
髪
皇
太
子
興
悲
哀
心
、
則
因
以
葬
埋
於
営
虎
、
固
封
墓
也
、
後
皇

聖
徳
皇
子
伝
承
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



一
〇

太
子
召
近
習
者
、
謂
之
日
、
先
日
臥
予
道
飢
者
、
其
非
凡
夫
、
必
員
人
也
、
遣
使
令
硯
、
於
是
使
者
還
末
之
日
、
到
於
墓
所
而
硯
之
、
封

埋
勿
動
、
乃
明
以
見
、
屍
骨
既
室
、
唯
衣
服
畳
置
棺
上
、
於
是
皇
太
子
更
返
使
者
、
令
取
其
衣
、
如
常
且
服
臭
、
時
人
太
異
之
日
、
聖
之

知
聖
、
其
賞
乎
哉
。
融
罰
賭
暗

と
な
っ
て
い
る
。
太
子
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
伝
の
末
尾
の
分
注
に
、
「
己
上
依
二日
本
記
等
・略
「
抄
出
其

梗
概
・耳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
『
日
本
書
紀
』
と
同
じ
で
あ
る
は
ず
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
な
い
飢
者
の
返
歌
を
載
せ
て
間
答
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
分
注
に

「
彼

飢
者
蓋
是
達
摩
歎
」
と
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
飢
者
の
返
歌
は

『
上
宮
聖
徳
法
皇
帝
説
』
に
は
、
太
子
莞
時
の
巨
勢
三

杖
の
挽
歌
三
首
中
の
一
首
と
同
じ
で
あ
る
。

弘
仁
九

（
８‐８
）
年
か
ら
十
三

（
８２２
）
年
に
成
立
し
た

『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
に
は
、
上
巻
第
四
話
中
に
、

皇
太
子

鰯
ガ

の
岡
本
の
官
に
居
住
し
し
時
に
、
縁
有
り
て
宮
よ
り
出
で
遊
観
に
幸
行
す
。
片
岡
の
村
の
路
の
側
に
乞
句
人
有
り
て
、
病
を

得
て
臥
せ
り
。
太
子
見
て
、
奪
よ
り
下
り
て
、
倶
に
語
り
て
間
訊
ひ
、
著
た
る
衣
を
腕
ぎ
、
病
人
に
覆
ひ
て
幸
行
し
き
。
遊
観
既
に
詑
は

り
ぬ
。
墨
を
返
し
て
幸
行
す
に
、
脆
ぎ
覆
ひ
し
衣
、
木
の
枝
に
桂
り
て
彼
の
乞
句
元
し
。
太
子
、
衣
を
取
り
て
著
る
。
臣
有
り
、
自
し
て

日
は
く

「
賤
し
き
人
に
鯛
れ
て
械
れ
た
る
衣
、
何
の
乏
び
に
か
更
に
著
る
」
と
い
ふ
。
太
子
詔
り
た
ま
は
く

「
佳
シ
、
汝
知
ら
不
」
と
の

た
ま
ふ
。
彼
の
乞
句
人
他
虎
に
し
て
死
ぬ
。
太
子
聞
き
て
使
を
遣
し
て
歿
し
、
岡
本
の
村
の
法
林
寺
の
東
北
の
角
に
有
る
守
部
山
に
墓
を

作
り
て
収
め
、
名
づ
け
て
人
木
墓
と
日
ふ
。
後
に
使
を
遣
し
看
し
む
る
に
、
墓
の
口
開
か
不
し
て
、
入
れ
し
人
元
く
、
唯
歌
を
作
り
書
き

て
墓
の
戸
に
立
て
た
り
。
歌
に
日
は
く
、

ぃ解
が
富
の
小
川
の
絶
え
ば
こ
そ
わ
が
大
君
の
御
名
忘
ら
れ
め

使
還
り
て
状
を
自
す
。
太
子
間
き
熙
然
り
て
言
は
不
。
誠
に
知
る
、
聖
人
は
聖
を
知
り
、
几
夫
は
知
ら
不
。
几
夫
の
肉
眼
に
は
賤
し
き
人



と
見
え
、
聖
人
の
通
眼
に
は
隠
身
と
見
ゆ
と
。
斯
れ
奇
異
シ
キ
事
な
り
。

と
あ

っ
て
、
「
飢
者
」
が

「
乞
句
人
」
に
、
太
子
の
間
歌
は
な
く
て
、
「乞
句
人
」
の
太
子
讃
歌
が
あ
り
、
こ
の
讃
歌
は
、

『
上
官
聖
徳
法
王
帝

説
』
中
の
巨
勢
三
枚
の
歌

（
『
七
代
記
』
の
飢
者
の
歌
）
と
同
じ
で
あ
神
¨

こ
の
「
飢
者
」
が
「
乞
句
人
」
に
な

っ
て
い
る
点
と
、
歌
が
そ
の
乞
句
人

の
詠
で
あ
る
こ
と
は
↓
飢
人
説
話
」
の
流
れ
の
中
で
、万
葉
と
は
ち
が

っ
た
も
う

一
つ
の
孤
立
し
た
異
伝
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
ぁ
る
。

延
喜
五

（
９０５
）
年
に
上
撰
し
た

『古
今
和
歌
集
』
真
名
序
に
、

難
波
津
の
什
を
天
皇
に
献
じ
、
富
緒
川
の
篇
を
　
太
子
に
報
ぜ
し
が
如
き
に
至
り
て
は
、
或
は
事
神
異
に
関
り
、
或
は
興
幽
玄
に
入
る
。

但
し
、
上
古
の
歌
を
見
る
に
、
多
く
古
質
の
語
を
存
し
た
り
。
い
ま
だ
耳
目
の
翫

と
せ
ず
、
徒
に
教
誠
の
端
た
り
。

と
あ

っ
て
、
「
富
緒
川
の
篇
を
太
子
に
報
」
じ
た
と
記
す
以
上
、
太
子
と
の
間
答
歌
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
七
代
記
』
あ
る

い
は
そ
の
先
行
文
献
で
あ
る

『
明

一
博
』
に
伝
え
る
間
答
体
の
伝
承
が
、
す
で
に
延
喜
五

（
９０５
）
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

平
安
遷
都

（延
暦
十
三

（
７９４
）
年
）
前
後
か
ら

『
聖
徳
太
子
博
暦
』
（延
喜
十
七
（
９‐７
）
年
成
立
）
以
前
の
成
立
と
い
わ
れ
る

『
上
宮
聖
徳
太

子
停
補
閾
記
』
に
は
、

四
十
六

太
子
己
卯
年
十

一
月
十
五
日
、巡

二‐看
山
西
科
長
山
本
陵
虎
一
還
向
之
時
、印
日
申
時
、柱

レ道
入
二於
片
岡
山
邊
道
人
家
一印
有
〓飢
人
一臥
〓道

頭
・。去
三
丈
許
、
太
子
之
馬
至
レ此
不
レ進
、雖

レ鞭
猶
駐
、
太
子
自
言
、
哀
哀
用
レ言
印
下
レ馬
、
舎
人
調
使
航
呂
握
「取
御
杖
一近
〓飢
人
一下
臨

可

而
語
レ之
、
可
［下
〕
怜
怜
、
何
篤
人
耶
、
如
レ此
而
臥
、
印
腕
二紫
御
抱
・覆
〓其
人
身
一
賜
レ歌
日
、

聖
徳
皇
子
伝
承
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



一
二

科
照
、
片
岡
山
商
、
飯
爾
飢
天
、
居
耶
世
屋
、
州
鮮
日
其
旅
人
、
可
怜
祀
無
雨
、
那
濃
」
鮮
日
成
利
末
也
、
刺
竹
乃
、
君
波
也
元
母
、
飯
繭

飢
氏
、
居
耶
属
、
其
旅
人
可
怜
、
叫
紺
″
裸

起
レ首
進
答
日
、

斑
鳩
乃
、
富
乃
小
川
乃
、
絶
者
己
曾
、
我
王
乃
、
御
名
忘
也
、
米
、

飢
人
之
形
、面
長
頭
大
、両
耳
亦
長
、日
細
而
長
、開

レロ
而
看
、内
有
二金
光
・異
レ人
、太
有
〓奇
相
一亦
其
身
太
香
、命

二航
呂
一日
、
彼
人
香
哉
、

航
呂
啓
二太
香
一
命
日
、
汝
者
壽
可
二延
長
一
飢
人
太
子
相
語
敷
十
言
、
舎
人
寺
不
レ知
〓其
意
一
了
即
死
、
太
子
大
悲
、
即
命
厚
葬
、
多
賜
〓

（飲
）

欲
物
一
造
レ墓
高
大
、
時
大
臣
馬
子
宿
扁
巳
下
、
王
臣
大
夫
等
、
成
奉
レ議
日
、　
殿
下
雖
二大
聖
・而
有
二不
能
之
事
一
道
頭
飢
是
卑
賤
者
、

「
額伸
」

何
以
下
レ馬
典
レ彼
語
、
亦
賜
〓詠
歌
一
及
二其
死
ｈ
だ
由
厚
葬
、
何
能
治
二大
夫
巳
下
・耶
、
太
子
召
二所
レ議
大
夫

七
人
一
命
日
、
卿
等

七

（

）

人
、往

二片
岡
山
一開
レ墓
看
、
七
大
夫
寺
依
レ命
退
往
開
レ墓
、
而
有
二其
屍
一棺
内
大
香
、
所
レ飲
御
衣
井
新
賜
彩
畠
寺
、
帖
在
〓棺
上
一
唯
太

子
所
レ賜
紫
抱
者
無
、
七
大
夫
寺
看
レ之
、大
奇
嘆
〓聖
徳
一
還
末
報
レ命
、太
子
日
夜
詠
歌
、慕

二‐懸
飢
人
、
印
遣
二舎
人
一取
〓衣
服
・而
御
レ朱
ど

「本
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（如
股
）

故
、

と
あ

っ
て
、
本
書
の
巻
頭
に
、

日
本
書
紀
、
暦
録
、
四
天
王
寺
聖
徳
王
博
、
具
見
〓行
事
奇
異
之
状
一
未
レ墨
二委
山
一
憤

々
不
レ砂
、
因
レ斯
暑
訪
〓者
奮
一
兼

探
二古

記
一

偉
「得
調

使

膳

臣

等
二
家
記
一
雖
〓大
抵
同
二古
書
一
而
読
有
二奇
異
一不
ン可
レ捨
レ之
、
故
録
レ之
云
雨
。

と
み
え
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
先
行
の
太
子
伝
に
は
委
曲
が
尽
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
古
文
献
を
探
し
て
、
調
使

・
膳
臣
の
二
家
記
を
得

て
、
こ
れ
に
拠

っ
て
委
曲
を
尽
し
た
太
子
伝
を
編
述
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
『
日
本
書
紀
』
以
下
、
既
述
の
諸
書
と
は
異

っ
た

「
調
使
麻



（
注

８
）

呂
」
な
る
人
物
が
登
場
し
て
お
り
、
片
岡
山
説
話
は

「
調
使
家
記
」
か
ら
出
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

延
喜
十
七

（
９‐７
）
年
九
月
に
書
か
れ
た

『
聖
徳
太
子
博
暦
』
に
は
、

廿

一
年
酸
各
十

一
月
。
太
子
奏
。
作
〓液
上
池
。
畝
火
池
。
和
耳
池
。
叉
自
二難
波
・至
レ京
。
始
治
二大
道
・。
盆
鉢
肛
桐
朝
肝
ほ
御
ざ
敵
わ
奸
↓

太
子

命
レ駕
。
巡
二看
山
西
科
長
山
本
墓
虎
↓
還
向
之
時
。
印
日
申
時
。
桂
レ道
入
二於
片
岡
山
邊
道
人
家
・。
印
有
〓飢
人
・臥
〓
道

頭
・。
去
三
二
丈

許
・ｏ
駆

（烏
）
駒
此
層
不
レ進
。
太
子
加
レ鞭
。
遼
巡
猶
駐
。
太
子
自
言
。
哀
々
胡
印
下
レ馬

（白
馬
）
舎
人
調
子

（使
）
麿
走
進
献
レ杖
。
太
子

歩
二近
飢
人
之
上
・臨

（臨
而
）
語
レ之
。
可
怜
可
怜
。
何
篤
人
耶
。
於

（加
）
レ此
而
臥
。
印
腕
〓紫
御
抱
・覆
〓飢

（其
）
人
身
・。
賜
レ歌
曰
。

支
那

（科
）
照
耶
。
片
岡
山
迩
飯
迩
飢
而
。
臥
其
旅
人
。
可
怜
。
租
元
迎
汝
成
介
米
耶
。
刺
竹
之
君
速
元
母
。
飯
飢
而
臥
其
放

人

可

怜
。
↑
。
縦
傾
ご

飢
人
起
レ首
。
進
二答
歌
・日
言
。
枇
状
綿
話
軒
蜘
‘

斑
鳩

分
笛
じ
之
。
富
小
河

（川
）
之
絶
者
祗
。
我
王
之
。
御
名
者
忘
目
。

飢
人
之
形
。
面
長
頭
大
。
雨
耳

（耳
下
）
長
。
日
細

（細
而
）
長
。
開
レロ

（目
而
見
）
内
有
二金
光
↓
異
〓於
常

（時
）
人
一。
復

（亦
其
）
身

外
太

香
。
非
二人
之
所
′嗅

（聞
）。
太
子
間

（令
）
レ麿
曰
。
彼
人
香
否

（不
）。
麿

（航
呂
）
封
日

（答
啓
）。
太
香
。
太
子
曰
。

汝
麿
者
命
可
〓延
長
・。

飢
人
輿
二太
子
・。
相
語
敷
十
言
。
舎
人
左
右
不
レ識
二其
意
・。
還
レ官

（宮
之
）
後
。
遣
レ使
硯
レ之
。
使
復
啓

（命
）
曰
。
飢
人

（者
）
既
死
去
。

太
子
大
悲
。
使
二厚
葬
埋
・。
造
レ墓
高
大
。
子
レ時
大
臣
馬
子
宿
爾
七
大
夫
等
皆
議

（奉
議
）
日
。
殿
下
聖
徳
難
レ測
。
妙
跡
易
レ迷
。

而
道
頭

飢
人
是
卑
賤
者
。
何
以
下
レ馬
興
レ彼
相
語
。
復
賜
二詠
歌
・。
及
二其
死
・也
。
元
レ
（無
）
状
厚
墾

（葬
）。
何
以
能
治
〓
天
下
大
夫
己
下
之
臣
↓

太
子
間
レ之

（看
）。
印
召
二七
大
夫
議
者
・命
日
。
卿
等

（等
ニハ人
）。
宜
下往
二片
岡
↓
嚢
レ墓
看

，
之
。
七
大
夫
等
受
レ命
。
往
開
一梶
鮮

レ有
二其

屍
↓
棺
内
太
香
。
所
レ賜
厳
物
彩
吊
等
。
帖
在
〓棺
上
つ
唯
太
子
所
レ賜
紫
抱
者
無
黛
（
計
盤
倦
暉

罐
昴
瑞
贔
維
訃
魯
響
）。
七
大
夫
等
看
而
大

奇
レ之
。
深
嘆
〓聖
徳
不
可
思
議
↓
還
向
報
命
。
太
子
日
夕
懸
慕

（慕
懸
）。

常
誦
二其
歌
つ
印
遺
二舎
人
↓
取
〓所
レ微

衣
服
・。
而
御
レ之
如
レ

聖
徳
皇
子
伝
承
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一



一
四

故
。
此
年
九
月
十
五
日
。
製
二維
摩
経
疏
・党
。

と
あ
つ
て
、

『
上
官
聖
徳
太
子
博
補
開
記
』
と
同
様
の
伝
承
で
あ
る
。

永
観
二

（
９８４
）
年
成
立
の

『
三
費
給
詞
』
中
巻
第

一
話
に
、

こ
こ
に
太
子
難
波
よ
り
京
に
帰
り
た
ま
ふ
に
、
片
岡
山
の
邊
に
飢
ゑ
た
る
人
臥
せ
り
。
黒
駒
歩
ま
ず
し
て
止
る
。
太
子
馬
よ
り
下
り
た

ま
ひ
て
語
ら
ひ
た
ま
ふ
。
紫
の
御
抱
を
脱
ぎ
た
ま
ひ
て
こ
の
人
に
覆
ひ
た
ま
ひ
て
、
歌
ひ
て
日
は
く
、

し
な
て
る
や
片
岡
山
に
飯
に
飢
ゑ
て
臥
せ
る
旅
人
あ
は
れ
親
な
し

飢
ゑ
人
頭
を
畢
げ
て
返
せ
る
歌

斑
鳩
や
富
の
緒
川
の
絶
え
ば
こ
そ
わ
が
大
公
の
御
名
を
忘
れ
め

と
云
へ
り
。
太
子
官
に
帰
り
た
ま
ひ
て
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ふ

の
人
死
に
に
け
り
。
太
子
悲
し
び
て
葬
り
納
め
た
ま
ふ
。
時
に
大
臣
達
こ
の
事
を
誹
謗
す
る
人

七
人
あ
り
。
太
子
こ
の
人
々
に
示
し
た
ま
ふ
。
「
片
岡
に
往
き
て
そ
の
貌
を
見
よ
」
と
宣
へ
ば
、
往
き
到
り
て
見
れ
ば
、
屍
す
で
に
な
し
。

棺
の
内
は
な
は
だ
香
し
。
み
な
驚
き
怪
じ
む
。

注
９

と
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
短
歌
形
式
の
間
答
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
〓
早
は
、
『
日
本
書
紀
」Ｔ

『
平
氏
撰
聖
徳
太
子
博
』
・
『
上
官
記
』
・
『
日

本
霊
異
記
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
簡
潔
に
し
て
要
を
得
た
説
話
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
後
代
の

『今
昔
物
語
集
』

（保
安
元

（
‐１２０
）
年
以
降
の
成
立
）
巻
十

一
に
収
め
る

亦
、
太
子

園
国
日
園
日
囲
日
日
闇
回
И
一．島

．
嶋
タ
ル
対
鵬
セ
リ
。
利
縫

ヘ
ル
幾
ノ
少こ
駿
魏
堺
イ
ア
鶴

ノレま
。ぶ
子し
駐
ヨ
リ
酌
く

此こ
ノ



う鮮
るだ

卜
謝
´
経
“
む難
パ
徘
雄
ヲ
腱
テ
葎
ひ縦
デ
ヽ
磁
フ
経
フ
ヽ

志し
太た
Ｉ
留る
耶ゃ
　
か
太た
平を
か
耶ゃ
か
任
　
併
比ひ
雑
宇ぅ
詐
肇
　
布ふ
世せ
留る
太た
比び
都
度と
　
陣
和ゎ
連れ
於ぉ
耶ゃ
静
志し

難
雌
ミ
う鮮
るだ
か甦
ヲ
畿
辟
テ
、
ば
し砒
乙
毒
っヽる

ぃ
か
留る
か
耶ゃ
　
度と
美み
乃の
平を
カロが
波は
乃の
　
太た
衣ぇ
澱
古こ
曽そ
　
和ゎ
加
乎を
懸
岐き
美み
乃の
　
美み
奈な
波‐ま
れ
須す
ゎ
女め

対
子し酢
二ば
り経
ひテ
鶴
二、
雌
ノだ
姓
ケ
リ
。
対
碧
盤
計
縦
デ
ヽ
雌
ヲは毎
ら赫
経
ガ
。
郊
囃
ノ難
麟
響
、
雌
ノ
就
フ
ベ
磐
シ
テ
議
ル
だ
、

批
赳
有ぁ
り
。
対
子し、
Ｌ
量
場
ヲ
蘭
り
、
製
ぶ
ク
ヽ
「免
輝
町
虻
二律
テ
ル
ョ
」
卜
ｏ
社
イ
ハヽ
禦
ア見みル
ニ■
殉
黙
シ
。
続
″
配
載
「ダ

瞥
バ
シ
。
説
フ
見み
テ
ヽ
観
篤
一
蹂
オ
ｏ

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
『今
昔
物
語
集
』
は

『
三
費
給
詞
』
に
拠

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

寛
弘
二

（
‐００５
）
年
成
立
の

『拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
十
哀
傷
の
部
に
、

聖
徳
太
子
高
岡
山
辺
道
人
の
家
に
お
は
し
け
る
に
、
餓
ゑ
た
る
人
み
ち
の
ほ
と
り
に
ふ
せ
り
、
太
子
の
の
り
た
ま
へ
る
馬
と
ど
ま
り

て
ゆ
か
ず
、
ぶ
ち
を
あ
げ
て
う
ち
た
ま
へ
ど
し
リ
ヘ
し
り
ぞ
き
て
と
ど
ま
る
、
太
子
す
な
は
ち
馬
よ
り
お
り
て
、
う
ゑ
た
る
人
の
も

と
に
あ
ゆ
み
す
す
み
た
ま
ひ
て
、
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
ぞ
を
ぬ
ぎ
て
う
ゑ
人
の
う
へ
に
お
は
ひ
た
ま
ふ
、
う
た
を
よ
み
て
の
た
ま

は
く

し
な
て
る
や
か
た
を
か
山
に
い
ひ
に
う
ゑ
て
ふ
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
お
や
な
し

（
２０

．
一
三
五
〇
）

に
な
れ
な
れ
け
め
や
さ
す
竹
の
き
み
は
や
な
き
い
ひ
に
う
ゑ
て
こ
や
せ
る
た
び
人
あ
は
れ
あ
は
れ
と
い
ふ
う
た
な
り

う
ゑ
人
か
し
ら
を
も
た
げ
て
、
御
返
し
を
た
て
ま
つ
る

い
か
る
が
や
と
み
の
を
河
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
を
わ
す
れ
め

（
”

。
一
三
五

一
）

聖
徳
皇
子
伝
承
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



一
六

と
あ

っ
て
、
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
た
長
歌
の
初
め
の
部
分
を
短
歌

一
首
と
し
て
、
以
下
を
左
注
形
成
に
し
て
補

っ
て
あ
る
。

『
俊
頼
髄
脳
』
（永
久
二

（
皿
）
年
成
立
）
に
は
、

し
な
て
る
や
か
た
を
か
や
ま
に
い
ひ
に
う
ゑ
て
ふ
せ
る
た
び
び
と
あ
は
れ
お
や
な
し
　
　
　
（拾
遺

一及
傷
　
一
〓
一五
〇

聖
徳
太
子
）

返
し

い
か
る
が
や
と
み
の
を
が
は
の
た
え
ば
こ
そ
わ
が
お
ほ
き
み
の
み
な
は
わ
す
れ
め

　

　

（新
撰
和
歌
髄
脳

拾
遺

哀
傷
　
一
〓
一五
じ

こ
れ
は
、
始
淋
師し
釉
静
産
の
飢
人
に
か
は
り
て
、し野
徴
輝
子し
に
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
御
返
し
な
り
。
沸
内ち
の
國
に
、
琳
赫
と
い
ふ
所
に
、

富
の
小
川
と
い
へ
る
川
の
ほ
と
り
に
、
飢
ゑ
た
る
人
の
臥
し
た
る
を
み
て
、
あ
は
れ
び
給
ひ
け
れ
ば
詠
め
る
。
飢
人
は
文
殊
な
り
。
太
子

は
救
世
観
音
な
れ
ば
、
み
な
御
心
の
う
ち
に
知
り
か
は
し
て
、
詠
ま
せ
給
ひ
け
る
に
や
。

と
あ

っ
て
、

「
神
仏
の
御
歌
な
れ
ば
、
反
歌
の
例
に
し
る
し
申
し
け
る
な
り
」
と
言

っ
て
い
る
か
ら
、
定
型
の
短
歌
の
古
い
例
と
し
て
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

『
袋
草
紙
』

（保
元
元

（
‐１５６
）
年
成
立
）
に
は
、

「
権
化
人
歌
」
と
し
て
、

聖
徳
太
子
、
救
世
観
音
化
身

シ
ナ
テ
ル
ヤ
カ
タ
フ
カ
山

ニ
イ
ヒ
ニ
ウ

ヘ
テ
フ
セ
ル
タ
ビ
人
ア
ハ
ン
フ
ヤ
ナ
シ

達
磨
和
尚
、
文
殊
化
身

イ

カ

ル
ガ

ヤ
ト

ミ

ノ
ヲ

ガ

ハ
ノ
タ

エ
バ

コ
ソ
我

大

君

ノ

ミ

ナ

ハ
ワ

ス

レ

メ



是
達
磨
餓
人
外
フ
作
テ
伏
ヲ
ミ
テ
、
太
子
讀
給
返
歌
也
。

と
あ

っ
て
、

『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
あ
た
り
か
ら
の
神
異
化
の
延
長
線
上
に
あ

っ
て
、

『
俊
頼
髄
脳
』
と
と
も
に
、
詞
書

・
左
注
な
ど
は
極

め
て
圧
縮
さ
れ
て
、
歌
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

注
Ю

以
後
、
『古
来
風
外
抄
』
・
『釈
日
本
紀
』
・
『沙
石
集
』
・
『
元
享
釈
書
』
そ
の
他
に
、
飢
人
聖
説
話
お
よ
び
戸
解
仙
の
神
異
説
話
の
流
れ
に
の

っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
亜
流
の
な
か
で
、
飢
人
説
話
を
踏
ま
え
た
唯

一
独
創
的
な
文
芸
世
界
を
創
始
し
た
の
は
、
芭
蕉
の

『野
ざ
ら
し
紀
行
』

（貞
享
二
（
‐６８５
）年
成
立
）
中
の
、

富
士
（川
）
の
ほ
と
り
を
行
に
、
三
つ
計
な
る
捨
子
の
哀
げ
に
泣
有
。
こ
の
川
の
早
瀬
に
か
け
て
、
う
き
世
の
波
を
し
の
ぐ

に
た

え

ず
ヽ
議
認
が
鋭
を
鶴
ま
と
標
餞
け
む
。
卜
誕
が
も
と
の
秋
の
風
、
こ
よ
ひ
や
ち
る
ら
ん
、
あ
す
や
し
は
れ
ん
と
、
機
ｒ
り
」
物
な
げ

て
と
を
る
に
、

猿
を
聞
人
捨
子
に
秋
の
風
い
か
に

い
か
に
ぞ
や
汝
、
ち
ゝ
に
悪
ま
れ
た
る
か
、
母
に
う
と
ま
れ
た
る
か
。
ち
ゝ
は
汝
を
悪
に
あ
ら
じ
、
母
は
汝
を
う
と
む
に
あ
ら
じ
。

唯
こ
れ
天
に
し
て
、
汝
が
性
の
つ
た
な
き
を
な
け
。

と
い
う

一
章
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

『
日
本
書
紀
』
を
継
承
し
な
が
ら
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
俳
譜
ジ
ヤ
ン
ル
に
お
け
る
庶
民

社
会
の
実
相
を
踏
ま
え
た
独
創
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
奈
良
か
ら
平
安

へ
の
過
渡
期
に
お
け
る

『
万
葉
集
』
の
独
創
性
と
規
を

一

つ
に
す
る
要
素
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
哩

聖
徳
皇
子
伝
‐承
像
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一
八

四
　

「
君
親
の
恩
」
と

「
妹
背
の
愛
」

『
日
本
書
紀
』
と

『
万
葉
集
』
と
の
大
き
な
異
同
の
第

一
は
、
歌
の
場
面
が

「
片
岡
山
」

（書
紀
）
と

「
龍
田
山
」

（万
葉
）
の
ち
が
い
で

あ
り
、
第
二
に
、
歌
い
か
け
ら
れ
る
人
物
が

「
飢
人
」

（書
紀
）
と

「
死
人
」

（万
葉
）
の
ち
が
い
で
あ
り
、　
第
三
に
は
、　
歌
の

「
長
歌
形

式
」
（書
紀
）
と

「短
歌
形
式
」
（万
葉
）
の
ち
が
い
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に
お
け
る

「親
無
し
に
　
汝
生
り
け
め
や
　
さ
す
竹

の
　
君
は
や
無
き
」

（書
紀
）
と

「妹
が
手
ま
か
む
」

（万
葉
）
の
ち
が
い
で
あ
る
。

第

一
の
問
題
点
、
お
よ
び
、
第
二
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
後
考
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
第
三
の
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
し

よ
う
。

岩
波
書
店
版
日
本
古
典
文
学
大
系
本

『
日
本
書
紀

（下
）
』
の
頭
注
に
、

お
前
は
親
無
し
で
育

っ
た
の
か
、
優
し
い
恋
人
は
い
な
い
の
か
。

と
訳
し
、

『
万
葉
集
』
の
歌
に
つ
い
て
は

「
単
な
る
行
路
死
者
を
あ
わ
れ
む
歌
と
な
っ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、

「
さ
す
た
け
の
」
と
い

う
枕
詞
は
、
記
紀
両
書
に
は
こ
こ

一
カ
所
の
み
の
使
用
で
あ
る
け
れ
ど
、
『
万
葉
集
』
の
用
例
で
は

「
皇
子
」
（
２

一
六
七

・
２

一
九
九
）
・
「大

宮

・
大
宮
人
」

（
６
九
五
五

。
一
〇
四
七

・
一
〇
五
〇

・
１５
三
七
五
八
）
な
ど
官
廷
に
か
か
わ
る
語
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

「
主

君

・
主
人
」
の
意
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、

「
飢
人
」
を

「親
子
」
。
「
君
臣

（主
従
ご

と
い
う
儒
教
倫

理
の
規
範
認
識
で
あ
る
縦
の
上
下
関
係
で
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

『
万
葉
集
』
で
は

「
死
人
」
を
家
に
あ
っ
て
は
た
が
い
に
手
枕
を
ま
い



て
共
寝
を
す
る

「妹
背

（夫
婦
）
」
と
い
う
横
の
私
的
関
係
で
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。　
な
お
、

「
君
・
親
」
に
つ
い

て
、

『
日
本
書
紀
』
の
推
古
紀
に
お
け
る
記
述
を
み
て
み
る
と
、

二
年
の
栽
業
鵬
のひ配
艶
のっぃ難
のば
ヽ
製
だ
礎
財
び
輝
懺
にみこ詫
り

し
て
ヽ
式
節
を
難
し
隣
え
し
む
。
是
の
曝
に
、も議
ろ曜
み潮
じ劣
ゝ
律
の群

糠
のみ腰
ゲ
麓
に
、
雌
ひ
ｔ
備
のお鋼
のを
避
る
。
叫
ザ
武
を
記
と
訃
ふ
。

と
あ
っ
て
、

「君
親
の
恩
」
の
た
め
に
寺
を
造
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『上
官
聖
徳
太
子
博
補
閲
記
』
に
、

醜
一
年
和
薦
三
日
、
天
皇
不
余
。
太
子
立
ン願
、
延
〓天
皇
命
一
立
〓諸
寺
家
一
即
以
平
復
、
諸
國
國
造
伴
造
、
亦
各
始
誓
立
レ寺

と
み
え
る
し
、
ち
な
み
に
、
孝
徳
紀
大
化
五
（
６‐９
）
年
三
月
二
十
五
日
条
に
、
蘇
我
倉
山
田
麻
呂
が
山
田
寺
を
造
立
し
た
動
機
を
、

夫そ
れ
だ
のゃ匿
らが
る
幾
ゝ
安
ぞ
群
に
流
ふ
る
こ
と
を
樹
へ
む
。ぃば
にぞ
舛
Ｌ
菱
ノ
こ
と
な
知
ぽ
む
。哺
「て、
雌
の
伸
静
は
、
赴
よ
り
齢
え
の

故
に
造
れ
る
に
非
ず
。
天
皇
の
奉
篤
に
誓
ひ
て
作
れ
る
な
り
。

と
語
ら
せ
て
い
る
の
も
関
連
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
推
古
紀
十
二
（
６０４
）
年
四
月
三
日
条
に

「
皇
太
子
、　
親
ら
肇
め
て
憲
法
十
七
條
作
り
た
ま
ふ
」

と
あ
る
そ
の
十
七
条
憲
法
の
条
文
中

に
、

聖
徳
皇
子
伝
承
像

一
九



二
〇

↓
ぽ
帥
は
く

ゃヽ利
が
る
を
以
て
凱
とし

と
し
ヽ
情
ふ
る
こ
と
無
き
を
対
と
せ
よ
。
だ
馘
難

有ぁ
り
。
対
避
る
魂
欠
ぃ
。
選
を
以
て
、
数
い
は

栽
舛
に
雌
げ
ず
。
付
隣
駄
ぽ
島
ふ
。
希
れ
ど
も
、
塁
種
計
■
巴
び
て
ヽ
義
をぁ記
炒
に
設
ふ
と
き
は
ヽ
事こ
理と
齢
づ
か
ら
に
避
ふ
。
碓
蔓
か
成な

ら
ざ
ら
む
。

と
あ
っ
て
、

「君
父
に
順
は
ず
」
・
「上
和
ぎ
下
睦
び
て
」
と
あ
り
、

二
に
日
は
く
、み護
のプ
う群
ま
り
て
は
雌
サ
議
か
。
税
を
ば
意
と
す
。ゃ欧
らが

ば
嘔
と
す
。
天
は
葎
ひ
埋
は
輸
す
。ょ
鴎
囃
腱
ダ
従
げ
て
ヽ
ょ離

難
し逮

ふ
こ
と
得ぅ
。
雌
、
地
を
覆
は
む
と
す
る
と
き
は
、
霧
る
る
こ
と
を
実
さ
む
。
選
を
以も
て
、
私
訪
た
ま
ふ
こ
と
を
ば
ゃ匿
らま薦
を
ひ
。

二
従
Ｆ
と
き
は
磁
辮
く
。
蹴
ゝ
設
のプ

承
り
て
は
雌
ゃ
能
が
。
設
計
ず
は
朗
づ
か
ら
に
晦
れ
な
む
。

と
あ
っ
て
、

「君
を
ば
天
と
す
。
臣
を
ば
地
と
す
」
。
「君
言
た
ま
ふ
こ
と
を
ば
臣
承
る
」
・
「上
行
ふ
と
き
は
下
靡
く
」
と
あ
り
、

配
に
日
は
く
、まれ
き雌
ち配
さ鷺
、
藤
グ
以
て
ぉ
と
せ
よ
。
其そ
れぉは雌
かを
瀧
む
る
が
村
、
動
サ
藤
ぽ
在ぁ
り
。
上
藤
が
き
と
き
は
ヽ
下
と為
はら

ず
。
下
疇

無な
き
と
き
は
ヽ
必
ず
冠
有
り
。
是
を
以
て
、まれ
き麟
ち躁
び有ぁ

る
と
き
は
、
慨
が
べ

離
れ
ず
。ぉ酬
た慇
ゐ麟

有
る
と
き
は
、ぁ囲
毅

自
づ
か
ら
に
治
る
。

と
あ
っ
て
、
「上
膿
な
き
と
き
は
、
下
齊
は
ず
」
と
あ
り
、

飛
に
日
は
く
、ぁ晨
こな
麓
し
剖
♂
蛎
む
る
は
、
ぃ胡
∝
熟
き
期
な
り
。
是
を
以
て
人
の
割
♂
殴
す
こ
と
元な
く

あヽ晨
こを

見
て
は
必
ず
疇
せ
。
其



れ
譲
″
講
ぐ
稀
は
ヽ
配
。家

をく称
ナ
和
きぅ器
もが

り

ぉヽた
聯
″
経
つ
鋒と
き
鑢
が
り
。
亦
燃
み
漿
ぶ
る
者
、
上
に
雰
ひ
て
は
妨
み
て
下
のぁ運
′

詐
き
、
下
に
逢ぁ
ひ
て
は
上
のぁ知
″
詣
譲
る
。
其
れ
妊
雌
の
人
、
畿
君
ぃ
威
「さ
元
く
Ⅵ
蹴
かけ
ば

元
し
。
是
大
き
な
る
能
が
本
な
り
。

と
あ
っ
て
、

「皆
君
に
忠
元
く
、
民
に
仁
元
し
」
と
あ
り
、

と竜
まり麟
ぽ
日
は
く
、く離
會
覗
。ち酔
のみ選
ヽ
離
４麟
ど
を餞
け
ざ
れ
。
所
に重
が
群
飛
ず
嗜
慮
かけ
融
りのぁゴ
無
し
。く村
二
のぉぷ
嚇
ば
、
三
を
以

て
麟
ど
す
。
臓
伍
るっか哺
こ覗
ば
ヽ
皆
是
王
のゃ目
らが
り
。
儒
に
ぞ
敢ぁ
へ
てぉ鮮
ど
ヽ
百
姓
に
雌
鍵
ら
む
。

な
ど
と
あ
っ
て
、

「
国
に
二
の
君
非
ず
。
民
に
両
の
主
無
し
」
と
あ
り
、　
一
貫
し
て
、

「
君
主
と
人
民
、
主
人
と
従
者

・
上
と
下

・
親
と
子
」

と
い
う
規
範
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
類
推
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

「
一
事
二
伝
」
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、

「片
岡
飢
人
説
話
」
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

『
日
本
書
紀
』
の

資
料
と
し
た

「
原
太
子
伝
」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
必
要

な
こ
と
は
、
『
日
本
書
紀
』
と
『
万
葉
集
』
の
い
ず
れ
が
事
実
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
つ
ま
り
、
歴
史
的
事
実
を
探
求
す
る
の
で
は
な
く
、

文
芸
と
し
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
文
脈
の
中
で
、
ま
た
、

『
万
葉
集
』
の
世
界
の
中
で
の
聖
徳
皇
子
像
を
読
み
と
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で

あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
全
体
の
中
で
の

「
片
岡
飢
人
説
話
」
に
お
け
る
歌
謡
の
意
味
を
読
み
と
る
こ
と
と
、

『
万
葉
集
』
の
な
か
で
読

み
と
る
こ
と
と
は
次
元
が
ち
が

っ
て
い
て
よ
い
の
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
、
い
か
な
る
意
図
の
も
と
に
、
何
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て

聖
徳
皇
子
伝
承
像
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一
一



一
一二

い
る
の
か
、
『
万
葉
集
』
は
、
い
か
な
る
意
図
の
も
と
に
、
何
を
歌
い
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
の
中
で
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
歴
史
的
事
実
は
、
歴
史
学
の
範
囲
の
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
は
文
芸
的
真
実
を
、

「
も
の
の
あ
は
れ
」
を

読
み
と
れ
ば
い
い
は
ず
な
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

「
飢
人
」
は
イ
コ
ー
ル

「
聖
者
」
で
あ
り
、
聖
徳
皇
子
も
ま
た

「
聖
者
」
で
あ
り
、

「
あ
は
れ
」
も
、
皇
子
の
憐

憫
や
慈
悲
心
で
あ
り
、
親
子

・
君
臣

・
主
従
と
い
う
縦
社
会
に
お
け
る
上
下
関
係
で
捉
え
、
上
か
ら
下
へ
の
支
配
で
あ
り
、
公
的
上
位
者
の
下

位
者
に
対
す
る
憐
憫

・
慈
悲
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
く
ら
べ
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
「妹
が
手
ま
か
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
妹
と
背
が
互
い

に
手
枕
ま
く

一
対
の
男
女
の
愛
の
姿
と
い
う
ま
っ
た
く
私
的
な
男
女
関
係
の
愛
の
営
み
の
裡
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
現
身
の
人

間
と
し
て
の

「愛
」
の
心
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
十
七
条
憲
法
の
第
十
に
、

七
に
印
は
く
、
膨
Ｆ
Ｐ
維
ちぉ英
嘲
ぃ
″
棄す
て
て
、
人
の
選
ふ
こ
と
を
な
ら
ざ
れ
。
人
馘
洋̈
、
有ぁ
り
。　
心
ぉ部
の執と

れ
る
こ
と
有
り
。
彼
是
す

か
れ
よ
み

れ
ば
我
は
飛
す
。
鋤
匙
す
れ
ば
彼
は
批
す
。
我
必
ず
製
ピ
数
ず
。
彼
必
ず
駿
ぽ
非
ず
。
無
に
競
懸
だ
な
ら
く
の
み
。
是ょ
く
飛
きこ聴
”
講
か

静
く
か
む
べ
け
む
。
構
熱
に
配
↑
愚
な
る
こ
と
、み鏡
が
職
元
き
が
妊
し
。
選
を
以
て
、
従
だ
廊
る
と
慇
け
、
激
り
て
我
薦
知
Ｐ
群
れ
よ
。

我
盤
り
得ぇ
た
り
と
雖
も
、も
な
け
健
げ
て
町
じ
く
饗
へた
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、

「
共
に
是
几
夫
」
の
視
野
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
書
で
あ
る

『
日
本
書
紀
』
は
、

「
君
親
の
恩
情
」
の
線
上
に
あ
り
、

時
の
人
、
大
き
に
異
び
て
日
は
く
、

「
聖
の
聖
を
知
る
こ
と
、
其
れ
実
な
る
か
な
」
と
い
ひ
て
、
恐
ょ
か

晨
ま

る
。



と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
親
の

一
員
で
あ
る
皇
子
を
聖
者
に
祭
り
上
げ
、
崇
敬
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
仏

教
説
話
集
で
あ
る

『
日
本
霊
異
記
』
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
聖
者
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
「
乞
句
人
（
＝
自
度
僧
の
乞
食
行
と

が

「
聖
者
の
隠

身
」
で
あ
り
、

誠
に
知
る
、
聖
人
は
聖
を
知
り
、
凡
夫
は
知
ら
不
。
几
夫
の
肉
眼
に
は
賤
し
き
人
と
見
え
、
聖
人
の
通
眼
に
は
隠
身
と
見
ゆ
と
。
斯
れ
奇

異
シ
キ
事
な
り
。

と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
奇
異
の
事
」
と
し
て
乞
句
人
へ
の
尊
崇
を
啓
発
す
る
と
い
う
宗
教
的
信
仰
心
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た

『
日
本
書
紀
』
・
『
日
本
霊
異
記
』
に
く
ら
べ
て
、
『
万
葉
集
』
は
、
路
傍
の
死
人
に
対
し
て
、

家
に
あ
れ
ば
　
妹
が
手
ま
か
む
　
草
枕
　
旅
に
臥
せ
る
　
こ
の
旅
人
あ
は
れ

と
、
全
く
の
凡
愚
凡
俗
の
凡
夫
で
あ
る
行
路
死
人
へ
の
悲
傷
か
ら
の
同
情
愛
―
―
あ
は
れ
の
愛
―
―
と
い
っ
た
も
の
が
歌
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、

「
行
路
死
人
挽
歌
」
の
系
譜
上
の
あ
る
素
朴
な
原
型

・
祖
型
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

国
家

・
皇
室
の
正
史
で
あ
る
六
国
史
の
第

一
で
あ
る

『
日
本
書
紀
』
の
権
威
と
、
勅
撰
和
歌
集
の
第

一
で
あ
っ
た

『古
今
和
歌
集
』
真
名
序

の
権
威
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
、

『
七
代
記
』
は
か
諸
種
の
太
子
伝
な
ど
の
仏
教
寺
院
関
係
の
宗
教
的
信
仰
心
に
よ
っ
て
、
聖
徳
皇
子
を
聖

者
と
し
て
顕
影
崇
敬
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
丸
見
え
で
あ
り
、
神
異
性
の
信
仰
化
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、
継
承
さ
れ
て
き
た
の
に
く
ら
べ
、

『
万
葉

集
』
に
お
け
る
死
者
を
素
朴
に
か
な
し
み
い
た
ん
で
あ
は
れ
を
感
じ
て
い
る
、
凡
愚
そ
の
も
の
の
人
間
と
し
て
の
皇
子
像
は
、
故
意
に
継
承
さ

れ
る
こ
と
な
く
、

『
万
葉
集
』
の
み
に
孤
立
し
た
ま
ま
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

聖
徳
皇
子
伝
承
像
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二
四

注
１
　
全
注
釈
類
に
、
「此
腎
彼

片
岡
乃
道
人
を
ふ
せ
る
旅
人
あ
は
れ
お
や
な
し
と
讀
給
へ
る
に
同
じ
辞
に
や
」
翁
万
葉
拾
穂
抄
し

。
「相
似
タ
ル
事
ナ
リ
六
『万

葉
代
匠
記
』
精
撰
本
Ｙ

「飛
鳥
、
藤
原
な
と
の
比
の
人
の
古
へ
の
事
に
な
ぞ
ら
へ
よ
み
し
も
の
に
て
、
必
比
命
の
比
の
調
に
あ
ら
ず
、
さ
れ
と
か
く
侍
れ

歎
動
・る鮮
御
繹
蛉
押
プ
載
錮
準
櫨
町
襦
』押
舞
隷
籍
距
証
晨
賢
龍
漸噂噂瑚

葉
集
古
義
し

。
「
一
事
二
伝
」
（窪
田
空
穂

『
万
葉
集
評
釈
し

・
「伝
誦
の
間
に
万
葉
の
短
歌
形
式
に
な

つ
た
」
（
澤
潟
久
孝

『
万
葉
集
注
澤
し

「
こ
の
歌
は
、

右
の
説
話
が
伝
わ
る
に
つ
れ
て
短
歌
形
式
に
な
っ
た
も
の
を
収
め
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
小
学
館
版
日
本
古
典
文
学
全
集
本

『
万
葉
集
』
頭
注
）
な
ど
と
あ
る
。

２
　
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る

「
飢

（饉
ど

。
「
飢
民
」
の
記
録
は
頻
出
す
る
が
、　
さ
ら
に
、
平
安
遷
都
後
の
記
録
も

『
日
本
後
紀
』
。
『類
衆
国
史
』
な
ど
に

顔
出
す
る
。

３
　
巻

一
・
二
に
は
左
注
に
、

『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
と
の
異
同
な
ど
を
注
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
巻

一
に
十
二
カ
所

〔
６
７
‐５
‐８
２‐
２２
２４
２７
３４
３９
４４

５０
〕、
巻
二
に
六
カ
所

〔８９
９０
１５８
‐９３
‐９５
２０２
〕
の
計
十
八
カ
所
あ
る
が
、巻
三
に
は

一
カ
所
も
な
い
。
当
然
、
当
面
の

「
四

一
六
」
に
も

『
日
本
書
紀
』
と
の
異

同
に
つ
い
て
は
注
記
さ
れ
て
い
な
い
。

４
　
中
世
の
諸
書
に

『
七
代
記
』
ま
た
は

『
四
天
王
寺
障
子
伝
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
日
、
便
宜
的
に

『
異
本
上
官
太
子
伝
』
と
か

『
広
島
本

太
子
伝
』
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
。
『寧
楽
遺
文
』
（下
）
所
収
の

『
七
代
記
』
に
拠
る
。
な
お
、

『
七
代
記
』
は

『
明

一
伝
』
（延
暦
十
七

（
７９８
）
年

に
七

十

一
歳
で
没
し
た
明

一
の
著
し
た
太
子
伝
）
の
写
本
も
し
く
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
と
す
る
田
中
嗣
人
説

∩
聖
徳
太
子
信
仰
の
成
立
し

を
参
照
。

５
　
『
上
官
聖
徳
法
皇
帝
説
』
中
、

寿
震
勝
ア
舞
夕
ど
ぽ
寿
ダ
肺
〃
町
ぎ
ｒ
ガ
簾
貯
ｒ
〃
肺
ｙ
′
辞
柑
ぽ
だ
僻
ガ
寿
滋
陵

″
が
撃
ガ
〃
許
静
ｒ
ガ
ダ
肺
〃
ぽ
ア
蟹
だ
〃
鮮
ぽ
架
撃
訂
寧
ア
ガ
寿
酢
肺
ア
ぽ
架

と
あ
る
三
首
の
第

一
首
目
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、

『
倭
歌
作
式
』
。
『
石
見
女
式
』
に
も
同
じ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

６
　
小
学
館
版
日
本
古
典
文
学
全
集
本

『
日
本
霊
異
記
』
解
説

（中
田
祝
夫
）
に
、

見麟刹『嗽鰹Ｍ獣肝嚇枡
『岡卸簾勤舷漱弦敵証『峰」ぼ残』“】罐％巨こな効瑚康島嬢プの「、、魏́
罐ゆ掛劃れ硼滋師江巌
つゎいしヽ大絹「卸名嚇

く
そ
れ
が
史
実
に
近
い
も
の
で
あ

つ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
ど
の
時
点
で
こ
の
歌
が
史
実
か
ら
離
れ
て
、
自
由
に

『
霊
異
記
』
に
挿
入
さ
れ
た
の
か
、

『霊観協調『いいわけ臓染餓はわ伝ヵ、れ“棚薇あ粘いどれわ¶レ紳れは幅級婦調踊け勅嘲
「し敵枢』権ぼ浸極報ぼ妃輝は信鯰
極“牌諜絆

メ
ノ富
′
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］
議
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、
酔
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山
」
と
詳
細
で
あ
り
、
単
な
る
伝
承
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
史
料
に
よ

つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

と
あ
る
。

７
　
都
倉
義
孝

「
聖
徳
太
子
伝

（
上
４
ビ

（
山
路
平
四
郎

・
国
東
文
麿
編

『
日
本
霊
異
記
し

に
、

『
霊
異
記
』
の

「
乞
句
人
」
は
、
片
岡
山
飢
者
説
話
の
伝
統
の
中
で
も
孤
立
し
た
存
在
で
あ
る
。
『紀
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
以
後

『補
閉
記
』
『伝

暦
』
冨
一宝
絵
詞
』
『拾
遺
集
』
『往
生
極
楽
記
』
『
今
昔
』
と
、
す
べ
て

「
飢

（餓
）
ゑ
た
る
人

（飢
人
と

な
の
で
あ
る
。
「乞
句
人
」
の
設
定
は
、
乞
食

＝
自
度
僧
礼
讃
の
独
自
性
に
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に

『
霊
異
記
』
の
説
教
へ
強
い
指
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
の
が
参
考
と
な
る
。

８
　
田
中
嗣
人

『
聖
聴
駄
汗
信
仰
の
成
立
』
に
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
出
た
氏
族
。
漢
人
系
帰
化
氏
族
）
「
麟
で
の蹴

（
太
子
妃
菩
岐
々
美
郎
女
の
出
た

古
文
献
の
中
か
ら
調
使

（太
子
に
仕
え
た
と
伝
承
さ
れ
る
舎
人
調
使
麻
呂

氏
族
）
の
二
家
記
を
探
し
当
て
、
こ
れ
に
拠

つ
て
委
曲
を
尽
し
た
太
子
伝
を
編
述
し
た
こ
と
が
判
る
。

と
あ
り
、
な
お
、
新
川
登
亀
男

『
上
官
聖
徳
太
子
伝
補
開
記
の
研
究
』
を
参
照
。

９
　
顕
昭

『古
今
集
序
註
』
に
拠
る
と
、
こ
の
歌
を
短
歌
形
態
と
し
た
の
は
俊
頼
が
最
初
だ
と
し
て
い
る
が
、

『
俊
頼
髄
脳
』
の
成
立
は
、
天
永
二

（
‐１１‐
）
年

か
ら
永
久
二

（
‐１１４
）
年
の
間
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
寛
弘
二

（
鰤
）
年
か
ら
四

（
側
）
年
の
間
に
成
立
し
た

『拾
遺
和
歌
集
』
に
既
に
短
歌
形
式
の
間
答

体
と
な
っ
て
い
る
。

１０
　
小
学
館
版
日
本
古
典
文
学
全
集
本

『
日
本
霊
異
記
』
頭
注

（
上
巻
第
四
話
）
に
、

注
目
す
べ
き
は
、
飢
人
を
文
珠
の
化
身
と
す
る

『
倭
歌
作
式
』
『
石
見
女
式
』
『奥
儀
抄
』
序
の
諸
書
で
あ
る
。
両
歌
の
応
酬
も
、
『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
救

世
観
音
の
化
身
で
あ
る
太
子
と
文
珠
、
『袋
草
紙
』
巻
上
で
は
救
世
観
音
と
文
珠
の
化
身
で
あ
る
達
磨
、
『野
守
鏡
』
巻
下
で
は
太
子
と
達
摩
、
『
沙
石
集
』

巻
五
末
で
は
観
音
の
化
身
と
し
て
の
太
子
と
達
磨
と
の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

と
あ
る
。

ｎ
　
高
壮
至

「
上
代
博
承
試
論
―
聖
徳
太
子
片
岡
説
話
を
め
ぐ

つ
て
―
」
∩
萬
葉
」
５３
号
、
昭
和
三
十
九
年
十
月
）
が
ぁ
る
。

‐２
　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る

「
飢
者
」
と

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る

「
乞
句
人
」
と
を
比
較
論
及
し
た
も
の
に
、
注
７
が
あ
る
。

補
注
　
飢
人
を
素
材
と
し
た
文
芸
を
考
察
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
中
の
、
ド
ナ
ル
ド

・
キ
ー
ン
「
百
代
の
過
客
―
日
記
に
み
る
日
本
人
」

（金
関
寿
夫

・
訳
）
の

「第

一
四
四
回
」
（昭
和
五
十
九
年
二
月
二
日
朝
刊
）
に
、

こ
の
旅
で
の
最
初
の
出
来
事
は
、
富
士
川
で
起
こ
っ
て
い
る
。

「
富
士
川
の
ほ
と
り
を
行
に
、
三
つ
計

（ば
か
り
）
な
る
捨
子
の
哀
げ
に
泣
有
。
こ

の
川
の
早
瀬
に
か
け
て

（投
げ
込
ん
で
）、
（自
分
た
ち
だ
け
で
）
う
き
世
の
波
を
し
の
ぐ
に
た
え
ず
、
露
計
の
命
待

（
ま
つ
）
ま
と
捨
置
け
む
。
小
萩

が
も
と
の
秋
の
風
、
こ
よ
ひ
や
ち
る
ら
ん
、
あ
す
や
し
ほ
れ
ん
と
、
袂
よ
り
喰
物
な
げ
て
と
を

（
ほ
）
る
に
」
。
そ
し
て
俳
句
、
「
猿
を
聞
人

（き
く
ひ

と
）
捨
子
に
秋
の
風
い
か
に
」
が
続
い
て
い
る
。

聖
徳
皇
子
伝
承
像
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一
一二ハ

中
国
の
詩
人
に
と
っ
て
は
、
猿
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
時
、
哀
切
の
情
を
表
現
す
る
の
が
常
套

（
じ
ょ
う
と
う
）
で
あ
っ
た
。
芭
蕉
は
こ
の
句
で
、
そ

の
よ
う
な
悲
し
み
な
ど
、
親
に
捨
て
ら
れ
た
子
を
目
に
し
て
感
じ
る
哀
切
と
は
、
比
べ
も
の
に
も
な
ら
ぬ
、
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
代
の
読

者
な
ら
、
み
な
こ
れ
に
同
感
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
芭
蕉
が
、
な
ぜ
そ
の
子
に
、
持
ち
合
わ
せ
の
食
物
を
投
げ
与
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
、
は
な

は
だ
理
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
な
ぜ
彼
は
そ
の
子
を
抱
き
上
げ
、
誰
か
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
の
い
る
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
？
・

学
者
は
こ
れ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
答
え
を
出
し
て
い
る
。
あ
る
学
者
は
、
芭
蕉
の
時
代
に
は
、
今
よ
り
は
道
端
に
捨
て
子
を
見
る
こ
と
が
は
る
か
に
多

か
っ
た
の
だ
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
他
の
学
者
は
、
芸
術
神
へ
の
芭
蕉
の
奉
身
が
、
彼
を
し
て
世
の
常
の
人
間
的
義
務
を
放
棄
せ
し
め
た
の
だ
、
と
説

明
す
る
。
さ
ら
に
別
の
学
者
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
全
く
の
作
り
話
、

「
旅
に
死
す
」
と
い
う
こ
の
日
記
の
主
題
を
強
調
す
る
た
め
、
作
者
が
挿
入

し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
ど
の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
、
そ
れ
は
芭
蕉
と
私
た
ち
と
の
間
に
、　
一
つ
の
越
え
が
た
い
障
壁
を
打
ち
立
て
る
。

彼
を
知
悉

（
ち
し
つ
）
し
て
い
な
が
ら
、
突
如
と
し
て
私
た
ち
は
、
捨
て
子
の
死
に
対
す
る
彼
の
不
可
解
な
態
度
に
遭
遇
し
、
狼
狽

（
ろ
う
ば
い
）
す

る
の
で
あ
る
。

終
戦
の
直
後
、　
一
九
四
五
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
た
ま
た
ま
、
中
国
は
山
東
省
、
済
南
に
い
た
。
あ
る
中
国
の
将
校
と
昼
食
を
共
に
す
る
べ

く
、
私
は
彼
と
道
を
歩
い
て
い
た
。
そ
の
時
道
端
に
、
十
二
位
の
少
年
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
不
思
議
と
は
思
っ
た
が
、
私
は
な
に

も
言
わ
な
か
っ
た
。
昼
食
後
、
私
た
ち
は
ま
た
同
じ
所
を
通
っ
た
。
少
年
は
ま
だ
そ
こ
に
寝
て
い
た
。
見
る
と
今
度
は
、
彼
の
顔
に
は
、
蠅

（
は
え
）

が

一
杯
た
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
死
ん
で
る
ノ
」
と
、
私
は
恐
怖
の
叫
び
を
あ
げ
た
。

「
そ
う
で
す
ね
」
と
、
将
校
は
事
も
な
げ
に
答
え
た
。

も
し
こ
の
よ
う
な
光
景
を
、
こ
の
中
国
の
将
校
と
同
じ
位
頻
繁
に
見
た
な
ら
ば
、
私
と
い
え
ど
も
、
子
供
の

「
野
ざ
ら
し
」
に
も
、
も
っ
と
馴

（
な
）

れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？

芭
蕉
の
態
度
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
自
体
、
私
た
ち
が
、
彼
を
三
世
紀
前
の
異
邦
人
と
し
て
は
考
え
ず
、
私
た
ち
の
心
に
も
っ
と
近
く
、
肝
胆

共
に
照
ら
し
合
い
た
い
人
物
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
証
拠
な
の
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
を
、
日
本
文
学
全
史
の
視
野
か
ら
と
、
読
者
の
よ
り
よ
い
読
解

・
鑑
賞
の
参
考
の
た
め
に
、
補
注
と
す
る
。


